
《
よ
し
い
恭
子
一
般
質
問
》

春
日
市
政
５
０
年
を
祝

う
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す

が
、
時
を
同
じ
く
し
て
市

民
の
中
か
ら
生
ま
れ
市
民

主
導
で
運
営
し
て
い
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
学
童
保
育
指

定
管
理
者
が
、
株
式
会
社

テ
ノ
．
サ
ポ
ー
ト
へ
変
更
に
な
っ

て
２
年
半
に
な
り
ま
す
。
。
学

校
や
地
域
は
、
す
で
に
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
活
動
を
拡
げ
て
い

ま
す
が
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
保
護
者
や
議
員
等
の
ク
ラ

ブ
内
へ
の
立
ち
入
り
制
限
を
続

け
、
不
適
切
な
保
育
、
危
機
管

理
不
足
な
ど
未
だ
に
課
題
を
多

く
残
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
、
９
月
議
会
で
は
令
和
５
年

度
か
ら
５
年
間
の
指
定
管
理
者

継
続
の
議
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
更
新
の
理
由
は
？

事
業
者
提
出
書
類
の
内
容
と
、

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
「
普
通
、

よ
い
、
と
て
も
良
い
」
を
合
わ

せ
る
と
多
数
で
あ
る
か
ら
運
営

は

優

良

と

市

は

判

断

。

委
員
会
審
査
は
ど
う
行
わ
れ
た
？

優
良
で
あ
る
と
い
う
市
の
説

明
を
そ
の
ま
ま
採
用
。
指
定
管

理
料
１
億
２
千
万
円
と
保
護
者

負
担
金
を
合
わ
せ
る
と
２
億
３

７
０
０
万
を
超
す
収
支
報
告
の

４
項
目
以
外
黒
塗
り
の
内
容
及

び
保
護
者
記
載
の
記
述
式
ア
ン

ケ
ー
ト
の
内
容
は
見
て
い
な
い
。

運
営
上
の
問
題
点
は
？

適
性
の
あ
る
職
員
が
不
足
し

出
欠
確
認
等
の
不
備
、
ケ
ガ
や

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
不
手
際
な

ど
が
散
見
さ
れ
る
中
、
支
援
員

の
人
件
費
や
、
お
や
つ
代
、
保

育
内
容
に
か
か
わ
る
教
材
・
行

事
費
も
不
明
で
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
再
指
定

（
よ
し
い
反
対
討
論
要
約
）

①
職
務
に
必
要
な
事
前
研
修
が

さ
れ
ず
、
保
育
内
容
、
ケ
ガ
・

病
気
対
応
、
衛
生
管
理
、
安

全
危
機
管
理
な
ど
必
要
時
に

使
え
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な
い
。

②
名
前
も
覚
え
ず
子
ど
も
の
声

も
聞
こ
え
な
い
、
ト
ラ
ブ
ル

に
対
応
で
き
な
い
職
員
の
配

置
が
あ
る
た
め
、
リ
ー
ダ
ー

支
援
員
等
、
適
性
あ
る
支
援

員
に
比
重
が
か
か
り

充
分

な
保
育
が
で
き
て
い
な
い
。

③
実
費
徴
収
分
や
人
件
費
な
ど

重
要
な
部
分
ま
で
収
支
が
不

明
で
あ
る
。

④
市
と
市
民
厚
生
委
員
会
は
、

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由

記
述
内
容
を
開
示
せ
ず
、
児

童
や
保
護
者
の
要
望
を
直
接

聞
い
た
り
、
現
場
を
視
察
し

て
保
育
内
容
を
確
認
す
る
こ

と
も
な
く
、
事
業
者
提
出
の

書
類
審
査
と
聞
き
と
り
だ
け

で
、
次
期
指
定
管
理
者
と
し

て
適
格
で
あ
る
と
の
判
断
を

し
て
い
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
現
事
業

者
の
再
指
定
に
反
対
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
で
は
、
「
議
会
は
選

考
等
委
員
会
の
結
果
を
尊
重
す

る
べ
き
」
「
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
こ

ま
で
や
っ
て
き
た
テ
ノ
に
は
感

謝
し
た
い
」
な
ど
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

現
指
定
管
理
者
テ
ノ
サ
ポ
ー
ト

再
指
定
に
対
す
る
採
決

（
反
対
）
藤
井
、
西
川
、
吉
居

（
賛
成
）
迫
、
原
、
中
原
、
船

久
保
、
米
丸
、
川
崎
、
飯
田
、

西
村
、
金
堂
、
岩
渕
、
内
野
、

岩
切
、
野
口
、
高
橋

（
棄
権
）
北
田
（
敬
称
略
）

令
和
３
年
度
決
算
認
定

（
よ
し
い
反
対
討
論
要
約)

春
日
市
の
財
政
は
、
財
政
指

標
・
健
全
化
判
断
比
率
等
に
お

い
て
極
め
て
健
全
で
す
。

決
算
で
は
、
黒
字
額
と
基
金

積
み
立
て
を
合
わ
せ
る
と
約
４

０
億
円
、
歳
入
の
約
１
割
も
使

わ
ず
に
残
し
て
い
ま
す
。
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
に
困
窮
し

た
市
民
に
寄
り
添
っ
た
使
い
方
、

市
独
自
に
工
夫
し
市
民
生
活
へ

の
支
援
を
行
う
た
め
に
使
う
べ

き
だ
っ
た
と

考
え
、
反
対

し
ま
し
た
。

＜９月議会に提出された主な議案＞
①令和３年度春日市一般会計決算認定

②令和元年度国保医療・介護保険・後期高齢

者医療・下水道事業会計決算認定

③令和２年度一般会計補正予算（第４・５号）

④春日市保育所設置条例の一部改正

⑤工事請負契約の締結（西スポーツ・レクレー

ション広場）

⑥児童センター・放課後児童クラブ・老人福祉

センターの指定管理者の指定について

⑦消防団南分団の消防ポンプ車購入

☎

こ
ん
に
ち
は

よ
し
い
恭
子
で
す

よしい恭子ホームページ

市政アンケートにご協
力ください。こちらから
でも参加できます！

就学援助のお知らせ

市民税の認定基準内、または
新型コロナ関連等の収入減少
などで家計が困難になった小
中学生のご家庭には、就学援
助制度があります。義務教育
は無償とした憲法によるものです。
春日市教育委員会または、
「０９０８３９０６２２２ヨシイ」
にお尋ねください。年度途中からも支
援が受けられます。尚、新入学は１月
に申し込めば、入学前支給と

なります。(入学準備金、学用品
ほか給食費等も対象です)

（放課後児童クラブ・ログハウス

子
ど
も
の
た
め
の
学
童
保
育
で
は
な
い
の
か
？

関連記事

基
金
積
立
よ
り

市
民
生
活
の
支
援
を

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

再
指
定
は
適
切
か



他会派議員の協力で国に提出できた意見書一覧
①建設従事者のアスベスト被害の早期救
済と解決を求める意見書
②日米地協定のあるべき姿への
見直しを求める意見書
③沖縄戦戦没者の遺骨等を含
む土砂を採取しないこと等を
求める意見書

子
ど
も
医
療
費
助
成
、

中
学
３
年
ま
で
拡
大

０
歳
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
、
入

院
も
通
院
も
医
療
費
助
成
の
対
象
に

な
り
ま
し
た
。(

一
部
窓
口

負
担
あ
り)
引
続
き
１
８
歳

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

小
人
数(

３
５
人)
学
級
が
、

小
学
１
・
２
・
３
・
５
・
６
年

中
学
１
年
生
ま
で
拡
大
（
来
年
度
は

４
年
生
も
）

子
ど
も
た
ち
に
、
学
習
や
生
き
る
力

を
育
む
な
ど
、
き
め
細
か
な
教
育
を
行

う
上
で
、
小
人
数
学
級
の
実
現
を
要
望

し
て
き
ま
し
た
。
春
日

市
は
、
国
の
計
画
や
他

の
自
治
体
に
先
ん
じ
て

実
現
し
て
い
ま
す
。

期
日
前
投
票
所
を
、
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
に
新
設

こ
れ
ま
で
、
期
日
前
投
票
所
は
市

役
所
だ
け
で
、
気
象
状
況
な
ど
に
よ

り
希
望
者
が
集
中
し
、
駐
車
場
に
入

れ
ず
長
蛇
の
列
が
発
生
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
、

投
票
整
理
券
の
個
別
郵
送
（
以
前
は

世
帯
員
全
員
を
世
帯
主
名
で
ま
と
め

て
郵
送
）
と
と
も
に
実
現
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
７
月
の
選
挙
で
は
、
期

日
前
投
票
の
４
３
％
が

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
中
学
校
の
普
通
教
室
の

エ
ア
コ
ン
設
置
完
了

気
候
変
動
に
よ
る
猛
暑
で
熱
中
症
な
ど

が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
議
会
で
も
継
続
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
つ
い
に
全
小

中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
が

完
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
多

目
的
ホ
ー
ル
や
体
育
館
等
に

も
整
備
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

小
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
と
乾
式
化

老
朽
化
し
た
学
校
の
ト
イ
レ
は
、
い
じ

め
や
不
登
校
の
誘
因
に
な
り
う
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
春
日
市
で
は
、
直
近

の
大
規
模
改
修
予
定
の
学
校
を
除
く
す
べ

て
の
小
中
学
校
で
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

他
の
会
派
の
議
員
と

と
も
に
一
般
質
問
で
も

取
り
上
げ
、
改
善
を
求

め
て
き
た
も
の
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

東
地
区(

宝
町
１
丁
目)

に
開
設

高
齢
化
に
伴
い
、
本
市
で
も
支
援
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

北

地
区
と
南
地
区
の
２
か
所
だ
っ
た
セ
ン
タ
ー

の
増
設
を
委
員
会
で
求
め
て
き
ま
し
た
。
東

地
域
に
新
し
く
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
現
し
た

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
の
方
の
生
活

に
支
援
の
手

が
届
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

春
日
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

手
す
り
の
安
全
対
策

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
時
の

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
観
覧
席
の
手
す
り
が
低
い
な

ど
安
全
面
で
の
問
題
を
、
市
民
厚
生
委

員
会
や
一
般
質
問
で
指
摘
し
、
改
善
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
階
段
に
手

す
り
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
安

全
に
上
り
下
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
観
覧
席
の
手
す
り

な
ど
の
改
善
を
求
め
ま
す
。

学
校
へ
の
留
守
電
設
置

教
職
員
の
働
き
方
改
革

教
職
員
の
仕
事
は
、
授
業
終
了
後
も

部
活
指
導
、
授
業
準
備
や
テ
ス
ト
の
点

数
付
け
、
研
修
、
保
護
者
対
応
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、
多
忙
を
極
め
る
状
況
で

す
。
高
校
で
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
留
守

電
の
利
用
が
小
中
学
校
で
も
導
入
さ
れ
、

一
定
の
効
果
が
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中
で

も
極
端
に
少
な
い
教
育
予
算
が
教
職
員

数
の
確
保
を
困
難
に
し
て
い
る
の
が
現

状
で
、
県
議
や
国
会

議
員
と
も
連
携
し
、

改
善
を
求
め
て
い
き

ま
す
。

よしい恭子２期目３年半で実現できたこと

＊
市
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
各
議
員
が
統
一
教
会
と
の
関
係
は
無
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

＊
春
日
市
長
に
対
し
、
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

統
一
協
会
（
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
）
の

被
害
者
救
済
と
被
害
の
拡
大
を
抑
え
根
絶
す
る

た
め
の
申
し
入
れ
書
（
要
約
）

①
統
一
協
会
は
反
社
会
的
カ
ル
ト
集
団
で
あ
る
と

い
う
市
と
し
て
の
認
識
を
市
民
に
表
明
す
る
事
。

②
市
と
し
て
、
統
一
協
会
と
関
係
団
体
の
催
し
等

へ
の
後
援
、
施
設
使
用
許
可
、
市
長
や
市
幹
部

の
出
席
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
付
な
ど
の
事
実
を
調

査
し
市
民
に
明
ら
か
に
し
て
是
正
す
る
事
。

③
統
一
協
会
と
関
係
団
体
と
は
、
今
後
一
切
関
係

を
持
た
な
い
こ
と
を
市
民
に
表
明
す
る
事
。

④
本
市
と
し
て
相
談
窓
口
を
つ
く
り
、
被
害
を
防

ぐ
市
民
へ
の
啓
発
、
被
害
者
救
済
と
被
害
の
根

絶
の
た
め
万
全
を
期
す
事
。

令
和
４
年
９
月
７
日

春
日
市
議

吉
居
恭
子

とき：11月24日㈭
12月28日㈬

受付は19時～20時半
ところ：下白水北公民館

（岩田屋サロンうら）

＊当日都合がつかない方、

お急ぎの方は、お電話く

ださい。０９０８３９０６

２２２ヨシイです。

法律関係は弁護士が市政

関係は議員が担当します。

無料法律生活相談会・原則第4水曜日

「奴国の王都を

史跡公園に！」さと

ふるクラファン開始。

春日市の方も参加

できます！

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
で
チ
ラ
シ
見
つ
け
ま
し
た

地域包括支援センター


